様式12　                                                          　  スタッフ用
～聴力検査２次スクリーニング法～

１．健診同日、健診会場で比較的静かな部屋を設けて保健師が施行。子どもの様子で日を変えて行ってもよい。

２．＜聞こえの検査＞と同様のささやき声で「名前」という声への振り向き反応と、インファントオージオメータを使って聴性反応を確認する。鈴、紙もみ音を使ってもよい。

３．聴性行動反応検査施行時の注意事項

①2人一組で行う。

②1人が保護者にだっこされた子どもの前に坐り、おもちゃ等で前方に注意を引きつけて

おいて、もう1人が子どもから姿が見られないよう、気配を感づかれないように、音

を出す。

③周囲の雑音がある程度おさまり、子どもの動作が止まっている時を見計らって音を　出す。

④音を出す順番は、音圧の小さい「名前」から始める。その次に、インファントオージ

オメータを用いて行う。紙もみ、鈴で音を出すことも子どもはのってきやすい（反応

が不明だと何度も同じ音を出したくなるが、飽きてしまい反応しなくなるので、最初

の音の出し方およびその反応が大切である）。

⑤インファントオージオメータを用いるときには、ウォーブルトーン（震音）もしくは
手動操作で断続音を2～3秒程度、規定の位置から聞かせる。最初は快適音である50
～60dBを出し、反応の有無を確認する。次いで、弱い音から強い音へ上昇法で行いな
がら閾値を求め、左右交互に行う。4周波数の閾値を求める時は、1000Hz→4000Hz→
500Hz→2000Hzのようにできるだけ異なった性状の音を聞かせる方が飽きにくい。

⑥紙もみ音の出し方

クッキングシート（パラフィン紙のようなもので20cm四方）を子どもから50cm程度離れた所で右または左後方、「クシュ、クシュ」と音を出す。これで、種々の周波数の含まれた40～50dB程度の音となる（大きな普通の紙を「バリバリ」やると、大きすぎる音となってしまい、高度難聴児も反応してしまう）。

	ささやき声に対する反応またはインファントオージオメータの各周波数40dB以内で反応、もしくは紙もみ音（パラフィン紙等による）と鈴振り音のいずれかに反応のある場合を合格とする。しかし、この検査法でも軽中度難聴は見逃される可能性があることを念頭に入れ、次の3歳児聴覚健診につなぐことが重要である。

　不合格の場合は、精査券を発行し、精密検査機関へ紹介する。


⑦鈴の振り方
鈴の数を4個以内まで減らし、子どもから1ｍ程度離れて、静かに鳴らすと、4kHzに周波数特異性のある60dB程度の音が出せる。
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